
議
員　

市

長
の
記
者

会
見
で
、

「
待
機
児

ゼ
ロ
を
目

指
す
」
と
の
表
明
を
歓
迎

す
る
。
25
年
４
月
の
待
機

児
童
数
を
34
名
と
し
て
い

る
が
、
２
３
３
名
で
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長　

認

可
保
育
園
に
申
し
込
み
な

が
ら
入
所
で
き
て
い
な
い

人
数
は
２
３
３
名
だ
が
、

国
の
定
義
に
よ
り
、
家
庭

保
育
室
入
所
者
、
育
休
中
、

求
職
中
な
ど
を
除
い
た
人

数
が
34
名
と
な
る
。
国
定

義
だ
け
で
な
く
、
認
可
保

育
園
の
入
所
希
望
者
を
考

慮
し
、
認
可
保
育
園
の
整

備
を
中
心
と
し
た
対
策
を

講
じ
る
。

議
員
　
来
年
度
３
園
１
８

０
名
定
員
が
ふ
え
る
が
、

待
機
児
ゼ
ロ
実
現
に
は
さ

ら
に
整
備
が
必
要
で
は
。

こ
ど
も
青
少
年
部
長
　
待

機
児
童
解
消
に
向
け
、
27

年
度
以
降
も
計
画
的
に
複

議
員　

閣

議
決
定
で

各
都
道
府

県
及
び
各

市
町
村
に

お
い
て
は
適
当
な
時
期
に

戦
没
者
追
悼
式
典
を
行
う

よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
国
民
に
お
い
て
３
１

０
万
人
と
言
わ
れ
る
犠
牲

者
を
出
し
た
、
さ
き
の
戦

争
に
思
い
を
致
し
、
後
世

に
た
す
き
を
つ
な
ぐ
た
め

に
命
を
失
っ
た
先
輩
た
ち

に
感
謝
と
敬
意
を
払
う
こ

と
は
、
非
常
に
大
切
な
こ

と
で
あ
る
。
市
の
主
催
も

し
く
は
市
と
遺
族
会
共
催

で
戦
没
者
追
悼
式
典
を
毎

年
実
施
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

福
祉
部
長　

３
年
に
１
度

戸
田
市
遺
族
会
が
主
催
し

て
実
施
し
て
い
る
。
今
後

は
、
遺
族
会
や
関
係
部
署

と
協
議
し
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

議
会
事
務
局
体
制
を

含
む
人
事
体
制

議
員
　
議
会
事
務
局
は
専

門
職
３
名
が
来
年
に
は
全

員
退
職
し
て
し
ま
う
。
こ

れ
に
対
応
す
る
に
は
人
数

を
ふ
や
す
か
、
議
会
事
務

局
職
員
の
専
門
化
を
図
る

し
か
な
い
。
同
様
の
こ
と

は
執
行
部
に
も
言
え
る
。

複
雑
、
高
度
化
す
る
市
民

ニ
ー
ズ
に
、
こ
れ
ま
で
よ

り
少
な
い
人
数
で
対
応
し

て
い
く
こ
と
は
大
変
困
難

で
あ
る
。
議
会
事
務
局
機

能
、
さ
ら
に
は
執
行
部
の

機
能
を
維
持
、
向
上
さ
せ

て
い
く
た
め
に
、
一
定
数

数
の
保
育
園
を
整
備
し
た

い
。遅

れ
て
い
る
聴
覚
障
が

い
者
福
祉
の
充
実
を

議
員
　
日
本
は
聴
覚
障
が

い
者
の
認
定
基
準
が
厳
し

く
、
多
く
の
中
軽
度
難
聴

者
が
福
祉
の
対
象
か
ら
外

れ
て
い
る
。
市
で
で
き
る

福
祉
の
充
実
を
求
め
る
①

市
役
所
窓
口
に
「
筆
談
で

き
ま
す
」
の
表
示
②
図
書

館
で
の
字
幕
入
り
ビ
デ
オ

貸
し
出
し
③
中
軽
度
難
聴

「
認
可
保
育
園
の
整
備
を
進
め
る
」

岡
嵜 

郁
子 

議
員

 
 

保育園
「
待
機
児
ゼ
ロ
」宣
言
の

 

　
　
　
　
　
　
　
達
成
を

者
の
補
聴
器
購
入
へ
の
補

助
④
災
害
時
避
難
所
に
手

話
通
訳
者
の
派
遣
。

福
祉
部
長
　
①
安
心
し
て

公
共
施
設
を
利
用
で
き
る

よ
う
実
施
を
検
討
す
る
③

行
わ
な
い
④
福
祉
避
難
所

に
は
配
置
で
き
る
よ
う
努

め
る
。

教
育
部
長
　
②
現
在
日
本

語
字
幕
付
き
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
１

０
０
本
あ
り
、
今
後
も
字

幕
付
き
作
品
を
選
ぶ
。

議
員　

地

球
温
暖
化

等
の
影
響

で
、
時
間

当
た
り
50

ミ
リ
を
超
え
る
豪
雨
に
対

応
し
た
、
雨
水
の
排
水
施

設
が
必
要
で
は
。

上
下
水
道
部
長　

国
の
交

付
金
基
準
は
時
間
当
た
り

50
ミ
リ
対
応
で
、
河
川
の

許
容
量
の
関
係
も
あ
り
、

排
水
管
を
大
き
く
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
雨
水
貯
留

施
設
や
雨
水
浸
透
ま
す
の

増
設
で
対
応
す
る
。

議
員
　
水
害
対
策
と
し
て
、

河
川
の
拡
幅
や
整
備
は
必

要
で
あ
る
。
緑
川
は
昭
和

44
年
に
都
市
計
画
決
定
が

さ
れ
、
43
年
間
も
整
備
が

進
ま
な
い
理
由
は
。

環
境
経
済
部
長　

昭
和
45

年
に
戸
田
市
議
会
で
「
緑

川
改
修
計
画
廃
棄
に
関
す

る
請
願
」
が
採
択
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
整
備
が
休

止
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

市
長　

地
元
の
合
意
が
必

要
で
、
議
会
も
協
力
し
て

議
員　

公

正
・
公
平

な
入
札
制

度
は
競
争

性
と
透
明

性
が
担
保
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
戸
田
市
の
入

札
結
果
で
は
、
入
札
参
加

業
者
が
１
社
や
２
社
の
入

札
も
あ
っ
た
。
公
正
な
競

争
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
入
札
は
今
後
や

り
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
務
部
長　

入
札
参
加
業

者
は
少
な
い
が
、
一
般
競

争
入
札
の
公
平
性
・
競
争

性
は
保
た
れ
て
お
り
、
問

題
な
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
入
札
参
加
業
者
の

半
分
以
上
が
最
低
制
限
価

格
よ
り
低
い
価
格
で
入
札

し
て
失
格
に
な
っ
て
い
る

入
札
が
あ
る
。
最
低
制
限

価
格
が
高
過
ぎ
る
た
め
で
、

税
金
が
無
駄
に
使
わ
れ
た

こ
と
に
な
る
。
今
後
は
、

失
格
業
者
が
半
分
以
上
出

た
入
札
は
、
入
札
を
や
り

直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
務
部
長　

競
争
性

が
働
い
た
結
果
で
あ

り
、
問
題
な
い
と
考

え
て
い
る
。

議
員
　
最
低
制
限

価
格
が
ど
の
よ
う
に

決
め
ら
れ
る
の
か
、

全
く
透
明
性
が
な
い
。

横
須
賀
市
の
よ
う
に
、

入
札
価
格
の
平
均
額

に
一
定
割
合
を
掛
け

て
算
出
す
る
平
均
型

最
低
制
限
価
格
を
導

入
し
て
は
。

財
務
部
長　

戸
田
市
で
は
、

国
の
基
準
を
参
考
に
、
資

材
、
労
務
費
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
を
勘
案
し
て
最

低
制
限
価
格
を
決
め
て
お

り
、問
題
な
い
と
考
え
る
。

公
共
施
設
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
の
設
置
を

議
員
　
福
祉
関
係
の
公
共

施
設
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

を
設
置
し
て
も
ら
い
た
い
。

福
祉
部
長
　
利
用
者
の
要

望
を
見
極
め
対
応
し
た
い
。

も
ら
い
た
い
。
県
は
、
地

元
の
同
意
が
あ
れ
ば
対
応

す
る
と
思
う
。

防
災
対
策
と
し
て
、

飲
料
水
兼
用
防
火
貯
水
槽

議
員
　
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
は
、
水
道
管
の
破
損

や
道
路
が
破
壊
さ
れ
、
消

火
が
は
か
ど
ら
ず
、
大
惨

事
に
な
っ
た
。
水
道
水
が

使
用
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
教
訓
に
、「
飲
料
水
兼
用

の
防
火
貯
水
槽
」
を
設
置

を
し
て
は
ど
う
か
。

「
43
年
前
の
反
対
請
願
採
択
が
障
害
に
」

高
橋 

秀
樹 

議
員

 
 

水害対策
緑
川
の
整
備
計
画
が

　
　
　  

進
ま
な
い
理
由
は

消
防
長
　
防
火
用
貯
水
槽

は
、
公
設
・
私
設
で
８
０

３
基
あ
り
、
今
後
も
計
画

的
に
進
め
て
い
く
。
飲
料

水
と
の
兼
用
は
難
し
い
。

危
機
管
理
監
　
飲
料
水
は
、

１
０
０
㎡
型
貯
水
槽
が
５

カ
所
と
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

備
蓄
も
あ
り
、
十
分
あ
る
。

は
専
門
的
な
見
地
か
ら
の

採
用
ま
た
は
専
門
家
と
し

て
の
育
成
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

総
務
部
長
　
議
会
事
務
局

に
は
、
こ
れ
ま
で
も
国
の

定
員
モ
デ
ル
を
上
回
る
人

数
を
配
置
し
て
い
る
。
執

行
部
も
含
め
、
市
民
ニ
ー

ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う

な
人
材
配
置
と
育
成
に
努

め
て
い
く
。
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遠藤 英樹 議員

市の主催による毎年の
　　　実施はできないか

「遺族会とも協議し検討したい」

戦
没
者
追
悼
式
典

望月 久晴 議員

公正・公平な制度に
　　　　　　　  改善を

「現状で問題ないと考えている」

入
　
札

一 般 質 問

▲

戸
田
市
戦
没
者
追
悼
式

▲

待
機
児
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

▲

拡
幅
が
望
ま
れ
る
緑
川

▲
適
正
な
入
札
制
度
を

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問


